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1．は じめ に

　1998年7月17日午後 7時頃 （現地時間》発生 した 津波が、
パ プ ア ニ ュ

ーギ ニ ア の 北 西 部 の シ ッ サ ノ ・ラ グーン

（Sissano　Lagoon）を襲L丶 死者 2，202 人 1， とい う大 きな

被 害を 出 し た 。 被害の 概要 を図 1 に 示 す。 マ グ ニ チ ュ
ード

7．1とい う地震の 規模 に比 べ て ラグ ーン に お け る最 高津波

高 15m は大 き く「地震動 に 誘発 され た 海底地滑り」もし く

は 「ラ グーン 沖 の 特殊な海底地形」に よ り津波が 増幅 され

た 2） と考えられて い る e

　こ の 地域で は約 100年前 の 1907年の 11月か ら 12月に か

けて も地震が 発生 して い る 。 当時 の 様子を報告 した文化人

類学者の レ ポートがある。「地 震 に よ りこ の 地域 は数 フ ィ
ー

ト沈下 し、 ラ グー
ン に 在っ た ワ ラ ブ 〔Varapu）島と沿岸部

の 林は 水没 した。 ア ロ ッ プ （Arop＞ の 海岸 線 も沈下 し陸地

がか な り減少 した 。 ワ ラ プ では多 くの 人々 が亡 くなり、生

き残 っ た人 は ジ v ン グル に避難した 。 ア ロ ッ プ の 人 々 も丘

に 避難し、その 後、ジ ャ ン グル の 中に新たな村を建設 した

が 、 春に な る と元 の 場所 に 戻っ て 来 た 。 （要約》」3，

　パ ブア ニ ェ
ー

ギ ニ ア で は 国家 緊 急災害委員 会 （The　Na−

tional　Disaster　E皿ergency 　Service，　NDES）が災害対応

機 関 で あ り、無線 を用 い た 24時間体制の 災害情報収集体制

を構築 して い る 。 しか し、 1）専任の 職員が い ない 、2）金

曜 日で あっ た 等の 理 由に よ り今回の 災害で は こ の 情報収集

体制は 上手く機能しなか っ た 。災害発生当夜の 7時頃か ら、
マ ロ ール （Malol）村か ら NDESに無線連絡 を取ろ うと した

が誰も応答せ ず連絡が取 れ たの は 翌 日の 朝 で あ っ た
4D 。ア

イ タペ （ALtape）地区の 行政貴任者 が 災害対応を行うの は

災害翌 日の 18日 （土 ）か らで ある 5〕
。 災害発生 2 日 後の 19

日 に なる と首相が被災地を視察 し 6，、　20日の 月曜 日に 17日

に遡 っ てサ ン ダウ ン 州 に 国家非當事態宣言 が 出 され た T，

ウ

　組織的な人命救助活動が 開 始 され た の は翌 日の 18 日

（土 ）か らで あ る。最 初 の ヘ リコ プ タ
ー

で ラ グーン に 5人

の 看護婦 と医師を派遣 し、トリアージ を行っ た S）
。 災害直

後の 人命救助 は村 人 同士 の 助け合い に よ り行われた 。 ア

ロ ッ プ、ワ ラ プで はほ とん どの 人々 が 津波で 流された。 ア

ロ ッ プで は、生 き残 っ た 人 々 は 、ラ グーン を泳い で 村まで

戻 り、津波前 まで小学校が有っ た場所 に集合 し、津波の 再

来 を恐れ 集団で 先祖 の 土 地で ある内陸部に避難した 9 ｝
。 医

療活動は 、 ア イ タ ペ 、バ ニ モ （Vanimo）、ウ ェ ワ ク （Wewak）
の 病院、オース トラ リア、ニ ュ

ージー
ラ ン ド軍が設置した

野戦病院で 行わ れ た 匪ω
。 災害発生

一
週 間後か らは オース

トラ リア 、 オ ラ ン ダ、日本か らの医 療チーム も緊急医療活

動 に当 た っ た。さ らに 医療NGOが ケ ア セ ン ターで 継続的な

医療活動を行 っ た
tt ）

。 衛生上の観点か らラ グーン に 浮か

ぶ 遺体 を沈め る作業 も行わ れ た 。

　災害対応 には 1）命 ・安全の確保 ：人命と安全を守る 、
2）被災者の 生活の 安定：社会の フ ローを安定させ る 、 3）

人生の 再 建と地域 の 再建 ：社会の ス トッ ク を回復する とい

う3 つ の 目標と、そ れ ぞ れ の業務 を遂行す る組織が 存在

し、3 番目の 目標を達成する に当た っ て は災害前の 状態 に

復す るだけで な く、新た な社会の 枠組み を構築する必 要が

あ る、と され る
12

  今回の 災害 に 関 して は、津波の 発生

メ カ ニ ズ ム ・被害状況 に関 する調査研究
13 ，

、 命 ・安全の

確保 の た め の 対策に着目した調査研究
L4 ）は在るが、災害

対応の 全体像や 社会の フ ロ ー
の 安定とス トッ クの 回復の た

めの 対策を明らかに した調査研究は ない
。本論文 で はパ プ

ア ニ ュ
ー

ギ ニ ア の 津波 災 害 の 災 害対塔 の 中で 、特に 社会の

フ ロ ーの安定 とス トッ クの 回復 とい う点に着 目 し、1）組
織、2 ）対策 とい う観点か ら検証 す る。また、現在、新 た

に どの よ うな社会の枠組みが 構築 され つ つ あるの か に つ い
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て も考察する 。

　本論文は 1998年9月26日一10月8日 （国際津波研究チー

厶 第 2 次調査）15j 、1999年 3月 14日、24 日： 61
の 2 回の

調査 を もとに して い る。

る東セ ピ ッ ク 〔East　 Sepik｝州で あっ た 。 これ は L ウエ

ワ ク 〔東セ ピッ ク州州都）か らア イ タペ まで は道路 が整備

されて い るの に対 し、バ ニ モ （サ ン ダ ウ ン 州州都）からは

道路が整備 されて い ない た めで ある 。

2 ．社会の フ ロ
ー

を安定させ る ための対策

　社会の フ ロ ーを安定させ るための対策 とは 、 生命の 危険

を脱 した被災 者が 、 自分た ちが 災害前の ように 自力で 日常

生活力呵 能に な る ように社会的なサ
ービス を復旧 させ る と

共 に、それ まで の 間、被災者の 生活支援 を行 う事を目標と

す る 。 フ ロ ー
シ ス テ ム の 機能障害 を最小限 に 止め る ため に

1）そ の機能 を代替させ るサービス を提供す る ：  生 活必

需品 ・救援物資の 調 達 と配 給、  給食 ・給水、  収容避難

所の 開設 とその 運営、  市場機能の 回復、  教育機能の 再

開、  生 活関運情報の 提供、2 ｝社会の フ ロ ーを回復 させ

る ：  ラ イ フ ライ ン の 早期復旧、  交通の 確保、とい う2
つ の対策が行 われる t7 ）

e 日本とパ プアニ ュ
ーギニ ア で は フ

ロ ーシ ス テ ム の 複雑 さ は全く異 なる が 、こ の 対策 はマ ズ

ロ ー
の 欲求段階説でい えぱ生理的欲求、安全 ・安心欲求 に

対 応 した もの
1ω

で あ り、求め られ る対策に変 わ りは無い
。

（1）組 織

　社 会 の フ ロ ーを安定 させ る 対策にお い て は カ トリッ ク 教

会 ア イ タペ 司教区救援本部 （the　Diocese　of　Aitape　Dis−
trict　Disaster （bmnittee、　DADnc）が 中心的 な役割を果た

した。また、ア イ タ ペ 復 1日委員会 （the　Aitape　Restora−
tion　C  miUee 、ムRC）が各機関の 対策を相互 調整する組織

と して 設 立 され た le ）
。 齦 C は中央政府、地 方 政府、パ プ ア

ニ ュ
ー

ギニ ア 軍、オース トラ リア軍、二 a
一ジー

ラ ン ド軍、
国 際救 援 NGO、教 会 伽 1）  ）、警察で 構成 されて い た 2 ω

。

ア イタペ は行政区分上サ ン ダ ウ ン 〔Sandaun）州に 属 し て い

るが、応急対応で 主要な役割を果た したの は東隣に位 置す
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（2）対策

a）代替機能の提供

　す ま い を 失 っ た被 災者 の ため に 図 1 に 示す 7 カ所

（ウ ィ ポ ン （胃ip  ）は公式には 避難所 と認定 され て い ない ）

にケ ア セ ン ターが 開設 され た 。 各ケ ア ターの 収容人数・各
ケ ア セ ン ター居住者の 災害 前 の 居住地を表 1 に 示す。 ケ

ア セ ン ター
が設置された場所は 1 ）以前か ら野菜畑 と し

て利用 され て い た場所 （シ ッ サ ノ）、2）別 の村の広 場 （ワ

ラ プ、ア ロ ッ プ）の 2 つ の 形式 に 分か れ る 。 ロ ウ ォ イ ・ケ

ア セ ン ター
（Romo　i　Care　Center＞の概要 を図 2 に 示す。

各ケ ア セ ン ター
に は仮設の 小学校、教会、簡易医療施設

（Aid　 Post）が設 置 され た 。

　水 に 関 して は、井戸 と雨水 タ ン ク が ケ アセ ン ター
に 設
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肇
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置 され飲み水 として利用 されて い た。

　食料に 関 して は、被災地域に 住 む人 々 の 生 活 は基本

的 に 自給自足で あっ た 。 こ の 地域の 人 々 の 主食はサ ゴ

澱粉であ り、 サ ゴ ヤ シの 茎を切吻出 し、水を用い て澱

粉 を抽 出す る。サ ゴ ヤ シ の 切 り出 しは 男の 仕事、サ ゴ

澱粉の 抽出は女の 仕事と い う区分が な され て い る。 切

り倒したサ ゴ ヤ シに生 息す るサ ゴ ム シ も貴重 な蛋 白源

とな る。また、各集落は以前から内陸に畑を持 っ て お

り、キャ ッ サ バ 、タロ イモ 、ヤ ム イモ 等 を栽培 して い

た 。 魚 も重要な蛋白源で あ り、災害 前 は 漁 業 を行 っ て

い た 。 しか し、津波に よ りカヌー・漁具 を失い 漁労が

不可 能に 成 っ た 。 ワ ラプ、ア ロ ッ プの 場合は ケ ア セ ン

タ
ー

に移住 し、以前生活 して い た 土地か ら離 れた た め、
サ ゴ澱粉や 野菜を自力で 入手出来 な くな っ た 。 こ う
い っ た理由で 、各 ケ ア セ ン ターに対 して 救援物資 （鯖

缶や コ ン ビー
フ 〉が 供給 された。 第 2 次調査 を行 っ た

10月初めの 段階で は救援物資の 供給 が継続 されて い た 。

b）社会的 フ ロ
ーの 回復

　 こ の 地域で は水は雨水 ・井水・川、電気 ・ガ ス とい っ

た 光・熱源 は ラ ン プ ・薪 ・自家発電、情報通信 には無線

機を利用 して い た ため、回復目標 となる ラ イ フ ラ イ ン

は 存在 しな か っ た e 交通に つ い て は災害 前 か ら水路 ・道
路が存在し回復目標となっ た。 各集落は 内陸部の ケ ア

セ ン ターに 避難 し、ケ ア セ ン ター
へ の 交 通 の 確 保が 必

要 とな っ た 。 ボ ウ （Pou｝（ア ロ ッ ブ〕、ラモ （Ramo）（ワ

ラプ ）へ の 道路は従前か ら存在 した が 、 4 輪駆動車 だ

け が通 行可 能な レベ ル であ り、シ ッ サ ノ の 各ケ ア セ ン

タ
ー

へ の 交通路は ジ ャ ン グル の 中の 人道 と ラ グーン か

らの 水路 だ けで あ っ た。こ の た め 、物資の 輸送に は ヘ

リ コ プ タ
ーが 利用され 、 各ケア セ ン タニ

の 中 央にヘ リ

ポートが設 け られ た。

3 ．人生の 再建 と地域再建 の ため の対策

　ポ ウ ・ケ ア七 ン ターは 10月 17日 に閉鎖され 211 、ア

ロ ッ プの 人々 は 海側 （北〕 に 位置す る 再定住地 へ と移

動す る 。 ケ ア セ ン ターか ら再定住地へ の 移行が、人生

と地域の 再建を 目標 とする こ の フ ェ
ーズ の 始 ま りで あ

る 。 この フ ェ
ーズで は失わ れた ス ト ッ クを回復 し、さ

ら に新 た な社会の 枠組み を創 り出す た め の 対 策が 行 わ

れ る 。 日本の 場合 は次の 5 つ の 側面から考える 必要が

あ る と言われる 。 1）社会基盤の 復旧に関する 対策 、 2）

住 まい の 再建 に 関する対策、3）住民を主体としたま

ちづ くりの実施に関 する対策、4 ｝雇馬の 確保と産業

の 育成に 関す る 対策、5 》被災者の 生 活再建 に 関す る

Mge22，e 人生 と地域の 再建は災害前 の社会の 特質を 反

映する もの で あ り、日本 とパ プ ア ニ ュ
ーギニ ア を

同 等に 比 較す る 事は で きない e パ プ ア ニ ュ
ーギニ

ア の場 合、津波に対する恐怖の 解消が 最初の 達成

すべ き目標 とな っ た 。

（1）組織

　ス トッ クの 回復 を 目的 とする復旧 ・復興対策を

進 め る た め に ア イ タ ペ 地区災害復興 委員会

（Aitape　District　Disaster　Committee，　ADDC）カ｛

設立された 。 1998年 9月 3 日に 第 1 回、 9月9 − 11

日 に第 2 回の ワ
ーク シ ョ ッ プ が開催 され た が 23 ｝、

委員長が職貴を果た さず10月以 降は 委員会が 開催

され て い ない
24 ，

。 12 月にな る と 2代目の委員長が 就任
し．そ れ以 降 2週 間 に 1回 の割合 で 委員会が開催 され て

い る 。 ADDC の 構成 メ ン バ ーは 次 の 通 りで ある 。 委員長

（District　A〔hinistrator）、行政各部門の 担当者 （教育、
保健、漁業、産業、福祉）、ア イ タペ 司 教区災害救援委員

会（2 名）、各ケ アセ ン ター・樗定住地 の代表、赤十字、NGO、
州政府 （2 名）、女性 の 代表 （1 名）で ある

2s ）
eN 〕DC の 下

に きら に 1｝再定住地、2｝保健、3）教育、4 ）農業／

漁業／ そ の 他経済活動、5）福祉の 5 つ の 委員会が設 置さ

れ て い る。ADDCの 役割 として、1｝被災者を援助 し、被

災者の 生活再建の 方法を詳細 に亘っ て計画する事、2）生

活再建施策の 監視 と調整を行う事、3 ）義援金の 使われ方

を監視す る事、4 ｝金銭的援助が 必要な事業の ニ ーズの 調

整を行う 「ブ ロ ーカー」として機能す る事、5）生活再建
プ ロ セ ス に関 して 定期的 に レ ポートを作成 し、情報発信

す る事 、 が挙げ られ て い る Z5 ）
。 さ らに 各再定住地毎に も

委員会が 設 置 され て お り、ウ ィ ポ ン （Wipon）の 事例 で は

1｝教育、2 ）宗教、3 ）健康、4 ）正 義 （司法）の 委員

会が 設置され てい る 27 ，
。

　  対策

a）再定住 地

　　マ ロ ール か ら シ ッ サ ノ までの すべ て の 集 落 は 被災 の 程

　度に関わらず内陸 に移動した。こ れ は政府の 方針で は 無

・く、津波 を恐れ た居住者 が 自主的 に決定 した 結 果で あ る 。

　再定住地の 場所 は 基本的 に は 内陸部の 以 前か ら菜園 と し

　て 利用 され て きた場所で あ る。 各再定住 地 の場所 と災 害

　前の 集落名を表 2 に 示す 。 再定住地に は ケ ア セ ン タ
ーか

　らそ の ま ま移行 した もの と、新たに 再定住地 として建設

　され た もの の 2 つ の タ イ プが存在す る 。 移 動の 様子 を図

　1に 示す 。 前者の タイ プとして オ ル ブ ル ン （Olbmn）、ロ

　ウ ォ イ、ウ ィ ボ ン、後者の タ イ プ と して ニ ュ
ー・パ ル プ

　（Nerf　Barupu） 〔ワ ラ ブは再定住地建設 に 当たり、発音 に

　よ り忠実なパ ル プに表記方法を改め た ）、ニ ュ
ー・ア ロ ッ

　プ 1 、2 、タレ ス （Tales）、ラ ン プ （La曲 u）、ア イボ コ ン

　（Aipokon ）、 ア イ ン ドリ ン （Aindorin）、 タ イニ ャ ビ ン

　（Tainiapin）が 挙 げ られ る。
　　住宅 は 自力再建 が基本 とな っ て い る 。 図 3に 示す よ う

　に、こ の 地 域の 住宅形 式は 高床 の 簡易な もの で 、建設 材料

　は 全て ブ ッ シュ
・マ テ リア ル と呼ば れ る周 りの ジ ャ ン グ

　ル で 入手可 能な もの で あ る 。 しか し、一度に大量の 資材が

　必要 とな っ た ため、ロ ウ ォ イ ・ケ ア セ ン ターにラ イオ ン ズ

　 クラ ブ か らの 寄 付 2s ， で 製材所 が 設置 され た 。

　b）交通路

　　再定住地 に 至 る道路が新 たに 3本建設 され る事に な っ

　た 。 1）新しい ル ートで ア イ タペ ーマ ロ ール 間の 道路 の 建

　設、2 ）ポ ウ、ニ ュ
ー・ア ロ ッ プ 1、ア ロ ッ プ 2 へ の 道路

　の 新設 、 3）ラ モ 〜ニ ュ
ー・パ ル プ （Barupil）、ウ ィポ ン

　　

麟

　　

　　
靉
　　　　　 図 2　 ロ ウォ イ （R  oi ｝ケ ア セ ン タ

ー
配置図
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、ロ ウ ォ イ、オル ブ ル ン とい うル ートの 道路の新設 （図

1参照 ｝。 1 ）の ル
ートは、マ ロ ー

ル の 人々 が 内陸 部 の 再

定住地に移動 した事、途中の橋が 津波で 流され通行不能

に なっ た事 に よ り建設 され た。
こ の ル ートの 建設は 1998

年 12月頃 まで に 終了 して い る 。 2）の ルートは、ア ロ ッ

プの 再定住地 が新た に建設 され た ため に建設されたもの

で 、ア ロ ッ ブ 1まで は既 に完成済み で あ る 。 3）の ルート

は現在 、
ニ ュ

ー・パ ル プまで 完成 してい る n また、多くの

再定住地は水路で ラ グー
ン とつ なが っ て い る 。

e｝教育

　被災地域に は災害前 5つ の 小学校
29 ，が存在した。大き

な被害を受けたの は その 内の 3校で あっ たが、集落の移

動 に伴 い 全て の 小学校が 再建 され る事に な っ た 。 各小学

校の 被害と再建される学校 との 関係を表 3に示す 。 災害

離 は 5校で あ り当初は 5 校 を再建す る 誹画で あ っ た 30 ）

が、各再定住地毎に学校を建 設 す る事の 希望が多 く、最終

的 に 10校建設される事 になっ た 。 ウ ィ ポ ン小学校は神戸

か らの 援助で 建設 され る 事が 決定 された が、道路の 整備

が終了 して い ない ため 1999隼3月現在で は完成 して い な

か っ た 。 建 設監 理 はパ プ ア ニ ュ
ー

ギ ニ ア キ リス ト教協議

会 （Papua　New　Guinea　Counci10f　Chureh、　 P）eGCC）が行

うこ とに な っ て い る
31 ）

。

（3）問龜
32 ，

バ ブ ア ニ ュ
ーギ ニ ア で は部族聞 の 抗争が 頻発 して い る

が、今回 の 災害後も、復興 に際して 部族間の 対立が表面化

した と言わ れて い る 。 被災地域の言語グループ を見る と

「エ ス ノ （Essno》」と「ス キオ （Skio）」 に 分か れ る 33 ，（図

1参照）， 「エ ス ノ 」は古 くか らこ の 地域 に居住 して きた グ

ル ー
プで あり、マ ロ ール 、ア ロ ッ プ 、 シ ッ サ ノ の 人々 は こ

の 言語 グル
ープに 属する 。 「ス キオ」は イン ドネシ ァ との

国境地域に も分 布す る言 語 グル ープで あ り 、ワ ラ プ、ポ

ウ 、 ラ モ の 人々 が こ の 言語 グループに 属 する 31 ｝
。 しか し、

問題 の原 因 は 言語 グル ープ閭の 対立 で は なく土地 の 領有

権に あっ た 。

　再定 住 地 を決定す る に 当た り土地所有 を巡 っ て 問題 が

発生 した の は、ア ロ ッ プ とワ ラ ブの 2 つ の 集 落 で あ る。

→ r
一
十 　　構造材 ；マ ン グロ

ーブ
　 1200 回

図 3　住宅の構造

十

！
16 °°  

斗
　 1600

　 1700

⊥

ア ロ ッ プ （「エ ス ノ 」）の 場合、ポウ （「ス キ オ」）の 人 々 が

現在住ん で い る 土 地 は、昔は 自分た ちの もの で あ っ た と

主張 したため 問題 が 発生 したが S5 ）、話合い の 緒果 、ア

ロ ッ プが海側に移動す る事に よ り問題 は解決 した 。 ワ ラ

プ の 場合は、内陸部 に 土地 を持 たず、ラ モ か ら政府が土 地

を借 り上 げ再定住 地 を設 置 した 。

4．新たな社会の枠組みの構築

　阪神・淡路大震災の 場合、従前の 居住地で住宅を再建 し

た い とい う希望が 大勢を占め た 361e しか し、従前の場 所

に戻 っ て も災害前の 状態で は なく、新たな社会の 枠組み

を創 り出 して行 く必 要が あ っ た 11 ）
。 津波の 恐怖 を解消す

る た め内陸部へ 移住 した パ プ ア ニ ュ
ーギニ ア の 場 合、ど

の ように して 新た な 社会の 枠組み を創 り出 して い っ たの

で あろ うか。社会の 構成要素に着 目 し、シ ッ サ ノ を事例 と

して集落、クラ ン （氏族集団〕3s ）

（集落〉 ク ラ ン）の 2
つ の レベ ル で 検証 す る 。

（1》集落

　災害 前、シ ッ サ ノ はマ イ ン ドロ ン （Maindron）、ニ マ ス

（Nimas｝、マ イニ ャ
ール （Mainyar）、ア ム ソ

ール （Amso1）
の 4 つ の 集落か ら構成 され て い た 。 シ ッ サ ノ に は、ラ イ ン

ブ ル ン （Raint）rum）、オ ル ブル ン 、ロ ウ ォ イ の 3 つ の ケ ア

セ ン ターが 設置された 。 基本的に は 各集落毎に ケ アセ ン

ターに避難 して い る。マ イ ン ドロ ン の 人 々 は オ ル ブル ン、
ニ マ ス の 人々 は ロ ウ t イ、マ イニ ャ

ール の 人々 は オル ブ

ル ン とラ イ ン ブ ル ン 、ア ム ソ ール の 人 々 は ロ ウ ォ イの ケ

ア セ ン ター
に 移動 し、 ケア セ ン タ

ー
で は 災害前の 集落が

混在 して い た （表 1、2参 照 ）。公式 な ケア セ ン タ
ー

で は

無い が ウ ィ ポ ン 〔Wipon）もケ ア セ ン ターとなりニ マ ス 、
マ イン ドロ ン

、 ア ム ソ ール の 人 々 が避難 した 。

　 レイ ン ブル ンは オル ブ ル ン に 統合 され る予 定で あるが、
そ れ以外の ケア セ ン ターは再定住地に移行する事が決定

表 2　再定住地の 位置
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され た。 再定住地と被災以前 の 集落の 関係を見 る と 、
マ イ

ン ドロ ン ・マ イニ ャ
ー

ル ＝オ ル ブル ン 、ア ム ソ
ール ・ニ マ

ス ＝ ロ ウ ォ イ ・
ウ ィ ポ ン とい うよ うに今後、災害前の 集落

毎 に再定住地を構成して行 くと予想 され る が 、 ウ ィ ポ ン に

お ける ニ マ ス、マ イ ン ドロ ン 、ア 厶 ソ ール の 闃係が明確で

ない 。 これ につ い て は次項で、集落の 最小構成単位で あ る

クラ ンの レベ ル で 検討する 。

（2） ク ラ ン

　被災地域 の 最小構成単位 は クラ ン と呼ばれ る氏族集団で

あり、各集落は 6 、llの ク ラ ン で 構 成 され て い る。また、

土地は慣習的に 各クラ ン に 所属 して い る 。 災害前の 各集落

を構成 してい たク ラ ン名を表 4 に示す 。 各ク ラ ン名 は 、 聞

き取 り調査 に よ り採集 した もの で あ り、発音 された クラ ン

名称 を ロ ーマ 字表記 した もの で ある 。

　 ロ ウ ォ イ、ウ ィ ポ ン再定住地 に お け る各 ク ラ ン の 動 きに

つ い て検討する 。 各ク ラ ン の 動 きを検証するに 当 た り、
Malrai＝Matrain、　Main・Maint　i、Pakeru ＝ Pakerの よ うに 表
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　　　　 図 4　コ ミュ ＝ ティ
ーの変遷過程

　　　　　　　（ロ ウオ イ、ウイ ポ ン ｝

表 4　被災前の各集落、再定住 地 の 構 成 ク ラ ン名

記 に関わらず発音が ほぼ 同 じで あれば同
一

の ク ラ ンで あ

る と判 断 した a

　ク ラ ンの 動きを 図 4 に示す 。 ウ ィ ポ ン は アム ソ ル の シ

レ イ （Silei）・ウル マ ン （Ulman）、ニ マ ス の マ ル ラ イ 1 、

2 （Malrail，2）、ノ ロ イ ｛Noroi）、マ イ ン ｛Main｝、パ ケ

ル （Pakeru）、 タ イベ ン （Tai网 ）、マ イ ン ドロ ンの ミ ン ガ ボ

ス 1，2 （Mingaposu　J，2 ｝、マ ス ・オ ン モ ル （Mas　O  olu ）、
ニ ワ ・ア ウ（Niwa　ati） とい う12の クラ ン で構成 か らされ

て い る 。
こ れ を ロ ウ t イの ク ラ ン と比較する と、図 4 に示

した 17の ク ラ ン は現在もロ ウ ォ イに存在する が、ア ム ソ

ル の llクラ ン か ら 3 クラ ン、ニ マ ス の 6 ク ラ ンか らは 5
ク ラ ンが ウ ィ ボ ン に 移動 し始め て い る 事が分か る 。

ニ マ

ス の 人 々 は今後 さ らに ウ ィ ポ ン に移動 して 行 く事が予 想

され る 。

　 ウ ィ ポ ン で ア ム ソ ル とニ マ ス が 混在 して い る の は、
ウ ィ ポ ン は 川 に よ っ て 2 つ の 地域に 分か れ て い る 事が一

つ の 原因で あ る と考 え られ る 。

．
再定住地の 位置を現在の

場所か ら対岸 に移動す る とい うヒ ア リ ン グ結果が あ り、
将 来的に は 現 在の 場 所 が 旧ア ム ソ ル の 再 定住地、対岸が

旧 ニ マ ス の 再定住地 とい う構成 に な っ て 行 く可能性が あ

る 。 恐 ら く、現在の ウ ィ ポ ン の位置の 土 地 が 旧アム ソ ル の

シ レ イ（Silei〕・ウル マ ン （Ul囗an） ク ラ ンの 領有地で あ

り、 対岸が ニ マ ス の ク ラン に属す る土 地で ある と考え ら

れ る 。 また、マ イ ン ドロ ン か ら の ク ラ ン は 今後、オ ル ブル

ン に移動 して行 く事が 予想され る 。

　 こ の 災害で は 新 た な社会の 枠組 み を ク ラ ン 単位の 移 動

に よ り創 り出 して い る事が 明 らか に な っ た 。 非常事態 に

対応 する ため に ケ ア セ ン タ
ー

で は 各集 落の ク ラ ン は混 在

して い たが、再定住地を構成するため に現在、再びクラ ン

の 構成 が 変化 し始 め て い る。非常事態 に 対応 す るため に

災害前の 各集落の クラ ン の 構成が崩れ たが、現在 は平常

状態 に 戻 る た め に ク ラ ン が 動 い て い る と考 え ら れ る。
従 っ て、クラ ン 移動が終了し、新 たな枠組み に よる定常状

態 に なれ ば、非常事態は終了 した事に なる。
こ の 新たな定

常状態が こ の 地域 に お ける 新た な社会の 枠組 み で あり、
一ク ラ ン の 移動 の 終了 が この 地域の 復興の 終了で あ る と考
え る 事が 可能で ある 。

5．まとめ

1）社会の フ ロ ーを安定 させ る ため の 対策に おい て 力 ト

リ ッ ク教 会ア イ タベ 司教区救援本部が 中心的な役割を果
た した 。

2）社会の フ ロ ー
の 回復で は交 通路 の 確保だ けが課題 とな

り、ヘ リ コ プターを利用 して交通 の確保を行っ た。
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3）社会の フ ロ ー
の 代 替機能 を提供する ため 、ケア セ ン ター

が 7 カ所 に 設置され救援物資も支給され た 。

4）人生 と地域の 再建 を行う組織 と して ア イ タペ 地区災害復

興委員会が組織 され、そ の 下 に 再定住地、保健、教 育、生

業、福祉の 5つ の 委員会が設け られた 。

5）再定住地 に 移住 して 地域の 再 建 を行 う事に なっ た が、土

地の所有関係が大きな問題 となっ た。

6）新たな社会の枠組 み を創り出すための対応 は、各ク ラ ン

（氏族）毎 に行われて い る 。

7）ク ラ ン の 移動が終了 し、新た な定常状態が生まれ る とこ

の 地域 で の 復興が終了 したと考え られ る 。

6 ．今後の 課題

　新たな社会の枠組み を創 り出すた め の 活動が ク ラ ン 毎に

行 われて い る事は明らかに なっ たが、寞際、どの よ うな活

動が行わ れ て い るの か につ い て は 不 明で あ る。ク ラ ン の 機

能 につ い て解明す る事に よ り今稼明らか に して 行 きたV  

　先述の よ うに 1907年の 地震災害 の 俵は 、 当初 、 内陸部に

移動 した が、直ぐに 海岸部に 戻っ て 来た。現在の 再定住地

が今後 どの よ うに変化して行 くの か につ い て も、 継続 して

調査を行う予定で あ る 。

　災害対応組織に関 して は未だ 十分な情報収集が行えて お

らず、今後の 調査課題 と したい 。
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